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抄録  
 

 本研究の目的は，障がい児（者）の運動継続の阻害・促進要因と継続年数による変

化，及び子どもの運動能力に対する保護者の評価を検証し，運動を継続するための方

策を検討することである．障がいのある子どもの保護者を対象に運動プログラムに関

する質問紙調査行った．また，運動プログラムの活動前・中の子どもの運動能力に対

する保護者の評価とその変化を検証した．その結果，次のことが確認された：1）障が

いのある子どもの保護者は，プログラム参加により，子どもの可能性を広げることや日常

からの変化を求めている．2）プログラム参加による子どもの変化は，「能動性の高揚」

「生活行動の改善」「身体活動の好転」「運動能力の向上」の 4 因子で構成され，プロ

グラム参加継続意図に最も影響を与えている因子は「能動性の高揚」と「運動能力の向上」

である．3）プログラム参加の阻害要因は，「ニーズとの相違」「後ろ向きな思考」「活動

にともなう負担感」の 3 因子で構成され，参加継続意図に最も影響を与えている因子

は「後ろ向きな思考」である．4）参加頻度が高い群の保護者は，参加頻度の低い保護者

よりもプログラム参加が子どもの運動能力の向上をもたらしていると感じている．5）低

頻度参加者群の保護者は，すべての因子において高頻度参加者よりもプログラム参加の妨

げを認識しており，特に「ニーズとの相違」が参加の妨げとなっている． 6）障がいのあ

る子どもの運動能力について，保護者は過小および過大のいずれの評価も行うが，過小評

価する傾向にある．7）障がいのある子どもの運動能力に関する評価は，研究者より保護

者の方が過小に評価する傾向がある．8）障がいのある子どもが運動を継続するためには，

個々の特性やニーズに応じたプログラム内容を検討すると共に，運動能力のみならず，プ

ログラム内における社会性の発達や能動性の高揚などを保護者が具体的に認識できる工夫

が重要である．  
 
 
 
キーワード：障がいのある子ども，保護者，運動能力，評価  
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Abstract 
 

 
 
   
  A purpose of this study is to inspect inhibition or promotion factors for participating 
in the exercise program and to verify a guardian's assessment of exercise ability on a 
child with disability. Then it is a final purpose to suggest a policy to continue exercise 
based on those results.   
  The inventory survey about the exercise program was carried out for the guardians 
of children with disabilities. Also, the guardian's assessment of the exercise ability of 
the child before and during exercise was inspected.  
  The results of this study suggested the following things . 1) The guardians of children 
with disabilities expect that widen the possibility of the child and a change from daily 
life as a result of having participated in an exercise program. 2) The change of the 
child by the program participation consisted of four factors that are "actively-related 
uplift," "improvement of the living activity,” "improvement of the physical activity,” 
and “improvement of the exercise ability. " The factor affecting the program 
participation continuation intention most in those is "actively-related uplift" and 
“improvement of the exercise ability". 3) The disincentive of the program participation  
consisted of three factors that are “difference with the needs,” “negative thought,” and 
“feeling of burden with the activity.” The factor affecting the program participation 
continuation intention most in those is “negative thought.” 4) The guardian with the 
high participation frequency feels that program participation brings improvement of 
the exercise ability of the child more than the guardian with the low participation 
frequency. 5) The guardian with the low participation frequency feels all factors as 
obstruction of program participation more than the guardian with the high 
participation. They feel in “difference with the needs” in particular. 6) The guardian of 
a child with disability both underestimates and overestimates the exercise ability of 
the child, but tends to underestimate it.  7) The guardian of a child with disability 
tends to underestimate the exercise ability of the child more than a researcher.  8) It 
is important that program contents depending on individual characteristic and needs 
are considered so that a child with disability continues exercise. In addition, the 
strategy that a guardian with disability can recognize the development of the social 
skill of the child and actively-related uplift as well as  the exercise ability concretely is 
important. 
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１．はじめに 
 
 長く社会福祉政策の中に位置づけられてきた障

がい者スポーツは，2011 年公布の「スポーツ基本

法」の中ではじめて文教政策として正面から取り上

げられた（島田，2014）．同法，第2条第5項では，

「スポーツは，障害者が自主的かつ積極的にスポー

ツを行うことができるよう，障害の種類及び程度に

応じ必要な配慮をしつつ推進されなければならな

い．」と明記されている．また，今年（2015 年）2
月7日，文部科学省は，小中高等学校の体育の授業

に障害者スポーツを取り入れる事業を始めること

を発表した．障がいのある・なしに関わらず，全て

の児童生徒ができるだけ同じ場で学ぶ教育環境を

整えるねらいがある．また，2020 年開催予定のパ

ラリンピック東京大会への関心を集めるための取

り組みでもある．このように様々な取り組みが進み

つつあるが，障がい者の日常的な運動実施率は未だ

低い状態にある．文部科学省（2013）の「地域にお

ける障害者のスポーツ・レクリエーション活動に関

する調査研究報告書」では，成人の過去1年間のス

ポーツ実施率は，週1日以上が47.5%，週3日以上

が24.4%であるのに対し，障がいのある成人のスポ

ーツ実施率は，週1日以上が18.2%，週3日以上が

8.5%となっており，障がいのある人が定期的にスポ

ーツ実施する率は健常者の半分以下であることが

報告されている．障がい児（者）の運動を阻害する

要因としては，経済的，金銭的側面に加え，施設の

不備や専門的な知識を持つ指導者の不足など，運動

に親しむ環境が整っていないことが挙げられる．こ

れまでの報告では，子どもが運動する頻度や継続年

数が保護者の感じるそれら阻害要因あるいは促進

要因に与える影響は検証されていない．また，上述

の阻害要因に加え，我々は，障がいのある子どもに

運動をさせるには，子どもの運動能力に対する保護

者の適正な評価が必要ではないかと考えてきた．障

がいのある子どもの運動への参加を躊躇する保護

者からは，「どんな運動ができるか分からない」「う

ちの子には運動は無理だから」「他のお子さんに迷

惑をかける」などという言葉がよく聞かれる．この

ような保護者のためらい，あるいは子どもの運動に

対する過小評価が，障がいのある子どもが運動に参

加する機会を遠ざける要因の一つとなっているの

ではないかと考えられる． 
      
２．目的 
 
本研究の目的は，障がいのある子どもの運動実施

頻度や継続年数が保護者の感じる阻害要因や促進

要因に与える影響および子どもの運動能力に対す

る保護者の評価を明らかにし，運動継続を促進する

ための方策を検討することである． 
      
３．方法 
 
【調査Ⅰ】 
対象は，障がい児（者）を専門に運動プログラム

を提供しているNPO法人Aクラブのプログラムに

１回以上参加したことのある障がいのある子ども

の保護者494名であった． 
2014年10月27日～12 月27日に郵送法による

質問紙調査を実施した． 
 

【調査Ⅱ】 
対象は，NPO法人Aクラブのプログラムに参加

した子どもの保護者8名であった． 
2015 年 2 月 7 日のプログラム開始前に，実施す

る運動内容を実際に見せながら説明し，記述的5段

階評価によりその場で評価してもらった．その後，

プログラム実施中に子どもが活動している姿を見

ながら同じ項目を用いて評価してもらった．同時に

プログラム実施中の子どもの動きを本研究の研究

者2名が独立して評価した後，協議して最終的な評

価を決定した． 
 評価対象とした動きは，「ボール送り」「ホップ」「ほ

ふく前進」「あざらし歩き」「手押し車」の5種目であ

る．評価に用いた記述の文言は種目ごとに異なるが，

どの種目にも以下の基準を用いて 5段階評価とした．   
 1．補助や声かけもなく，全ての動作を，見本を見  
   て1人で行うことができる 
 2．横で声かけすると1人で行うことができる 
 3．何度か補助をした後，1人で行うことができる 
 4．補助し続ければ，行うことができる 
 5．1人で行うことは難しい 
 
 
４．結果及び考察   
 
【調査Ⅰ】 
調査票を発送した 494 名の内，「宛先不明」で返

送されてきた 51 名を母数から除外し，443 名を調

査対象者とした．調査期間中に，回収率をアップさ

せるためのフォローアップのハガキを一度，全対象

者に発送した結果，114 名の有効標本が得られた．

したがって，回収率は，25.7％となった． 
表１は，調査回答者の特性を示したものである．回

答者の9割弱が女性で，平均年齢が46.49歳という結

果が示すように，全体の 4 割以上の回答者が 40 歳代
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難しい」の評価が実施中に変化しないという結果から，

子どもにとって明らかに難しいと判断できる種目の評

価も比較的容易で評価としては適正であると言える．

しかし，ここで重要なことは，保護者の考えるニーズ

との一致についてである．本研究におけるプログラム

では，プログラム前に「5．1人で行うことは難しい」

と保護者が評価した項目の総数は，5 項目 3 種目であ

った．その内，あざらし歩きでは3名の保護者がこの

ように評価している．また，実際に行う姿を見て1人

では難しいと評価を下げた保護者は3名おり，それぞ

れ異なる種目においてであった．結果的に，あざらし

歩きでは，7名中4名の保護者が1人で行うことは難

しいとの評価をしている．さらに，研究者もこの項目

では5名について同じ評価をしている．この結果から

得られる示唆は，あざらし歩きのように1人で行うこ

とが難しい種目が増えるほど，継続阻害要因となるニ

ーズの不一致が高まるということである．個々の種目

において全ての参加者が実施できる内容を取り入れる

ことは困難であるが，少なくとも参加者の多くが行え

ない種目をいかに除外するかが重要である．対応とし

て，障がいの程度あるいは運動能力のレベルが同じ参

加者を対象としたプログラムの展開が一つの手段とし

て考えられるが，できる他者を見て成長する相互作用

を失わせる危険性も伴う．参加する個々の特性を見極

め，参加者全員を包括する内容のプログラム検討が必

要であろう． 
 次に，運動実施中の保護者の評価と研究者の評価の

差について検討する．保護者の評価が研究者の評価よ

り低い項目は，35項目中17項目であった．反対に保

護者の評価の方が高い項目は，2 項目であった．保護

者と研究者の評価の差は，1段階差が13項目，2段階

差が4項目であった．このことから，実際に子どもが

活動する姿を見ながらも，保護者の評価は低い傾向に

あることが明らかとなった．時本（2008）は，障がい

のある子どもの保護者が地域スポーツクラブでの活動

を見ることにより子どものスポーツ活動への関心が増

加したことを報告している．また，スポーツ活動へ参

加している子どもの保護者はもともとスポーツに関心

のある場合が多いとも述べている．本研究においても，

回答者の5割以上が過去にスポーツの経験を有してい

た．これらのことを考慮すると，子どもが運動あるい

はスポーツを実施している姿を「観る」だけではさら

なる継続への促進要因としての効果は十分ではないと

考えられる．先にも述べたように，過小あるいは過大

評価はいずれも，ほとんどが1段階差に収まっている．

しかし，「補助し続ければできる」「何度かの補助の後

1 人でできる」「声かけをすればできる」「声かけなし

に1人でできる」の1段階ごとの差には大きな違いが

ある．子どもが活動する姿を見て，なんとなくできる

ようになったと感じていたことが，記述的な手法を用

いて具体的にどのようにできるようになったのかを認

識することは，保護者の達成感にもつながると考えら

れる．運動能力に限らず，プログラム内で見られる社

会性の発達や能動的行動の高揚などにおいても，子ど

もの変化が具体的に示されることにより，プログラム

の価値や意義がより認識されることは明確である．そ

のためには，種目ごとにおける評価基準，評価の表現

方法などについての検討が重要となる． 
 本研究では，具体的な評価を行ったことが保護者の

意識に与える影響を検証することはできなかった．今

後，このような評価を行うことが子どもの運動プログ

ラム参加に対する保護者の意識の促進要因となりうる

のか検討が必要である．また，あきらめやためらい，

運動の効果に対する疑心などからプログラムへ気持ち

が向かない保護者をどのようにプログラムへと促すの

かは，今後検討していかなければならない重要な課題

である． 
 
５．まとめ 
 
 本研究では，以下のことが確認された． 
1）障がいのある子どもの保護者は，プログラム参加

により，子どもの可能性を広げることや日常からの変

化を求めている． 
2）プログラム参加による子どもの変化に関する要

因は，「能動性の高揚」「生活行動の改善」「身体活

動の好転」「運動能力の向上」の 4 因子で構成され

る．このうち，プログラム参加継続意図に最も影響を

与えている因子は「能動性の高揚」と「運動能力の向

上」である． 
3）プログラム参加の妨げに関する要因は，「ニーズ

との相違」「後ろ向きな思考」「活動にともなう負担

感」の3因子で構成される．このうち参加継続意図

に最も影響を与えている因子は「後ろ向きな思考」

である． 
4）参加頻度が高い群の保護者は，参加頻度の低い保

護者よりもプログラム参加が子どもの運動能力の向上

をもたらしていると感じている． 
5）低頻度参加者群の保護者は，すべての因子におい

て高頻度参加者よりもプログラム参加の妨げを認識し

ており，特に「ニーズとの相違」が参加の妨げとなっ

ている． 
6）障がいのある子どもの運動能力について，保護者

は過小および過大のいずれの評価も行うが，過小評価

する傾向にある．また，その評価の差は，5 段階評価

の1段階に収まる場合が多い． 
7）障がいのある子どもの運動能力に関する評価は，

研究者より保護者の方が過小に評価する傾向がある． 
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8）障がいのある子どもが運動を継続するためには，

個々の特性やニーズに応じたプログラム内容を検討す

ると共に，運動能力のみならず，プログラム内におけ

る社会性の発達や能動性の高揚などを保護者が具体的

に認識できる工夫が重要である． 
 
 
 
          

参考文献 
射場浩介・松村忠紀・吉本正太・太田（福島）美穂 ・  
 武藤芳照・山下敏彦（2010）．特別支援学校の児 
 童・生徒におけるスポーツ活動の現状 日本整形 
 外科スポーツ医学会雑誌，30（2），75-78． 
島田肇（2014）．「障がい者のスポーツ」から「障が  
 い者スポーツ」へ 東海学園大学研究紀要，19，  
 71-92． 
時本英知（2008）．知的障がい（児）者のスポーツ 
 活動へ参加することの価値と意味－活動を支え 
 る保護者の意識から－ 青森中央短期大学研究 
 紀要，21，7-16． 
時本英知（2010）．知的障がい（児）者のスポーツ 
 活動へ参加することの価値と意味－地域スポー 
 ツクラブ参加者の語りより－ 青森中央短期大 
 学研究紀要，22・23，33-45． 
守田香奈子・七木田敦（2004）．知的障害児のスポ 
 ーツ活動への参加を規定する要因に関する調査 
 研究－保護者への調査を通じたニーズの把握－  
 障害者スポーツ科学，2（1），70-75． 
文部科学省（2013）．地域における障害者のスポー 
 ツ・レクリエーション活動に関する調査研究報告 
 書． 
渡邊洋一（2000）．知的障害者の余暇に関する考察  
 淑徳大学社会学部研究紀要，34，43-56． 
 
この研究は笹川スポーツ研究助成を受けて実施し

たものです． 
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